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(57)【要約】
【課題】１つの内視鏡が複数種類の内視鏡洗浄装置に対
応する複数のＩＣタグを持つ場合でも、内視鏡洗浄装置
に搭載されたＲＦＩＤ送受信デバイスが、通信対象とす
べきＩＣタグのみと通信することを可能にし、各洗浄装
置における洗浄消毒の履歴管理を適切に行うことのでき
る内視鏡洗浄装置および内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡を収容する洗浄槽の内面に設けられ
た、内視鏡の外部に取り付けられその内視鏡の洗浄消毒
履歴に関する情報を記憶するタグが配置されるタグ配置
部と、前記タグ配置部に配置された前記タグのみと通信
を行う通信部と、を有することにより、上記課題を解決
する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を収容する洗浄槽の内面に設けられた、内視鏡の外部に取り付けられその内視鏡
の洗浄消毒履歴に関する情報を記憶するタグが配置されるタグ配置部と、
　前記タグ配置部に配置された前記タグのみと通信を行う通信部と、を有する内視鏡洗浄
装置。
【請求項２】
　前記通信部は、前記タグと無線通信を行うものであり、
　前記洗浄槽の内表面またはその近傍に、前記タグ配置部以外に配置された前記タグと前
記通信部との通信を遮断する通信遮断層を有する請求項１に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項３】
　前記タグ配置部は、前記洗浄槽の底に設けられ、
　前記通信部は、前記洗浄槽の底または蓋に設けられ、
　前記通信遮断層は、前記通信部の前記タグ配置部以外の通信領域を覆うように、前記洗
浄槽の内表面、または、前記通信部と前記洗浄槽の内表面との間に配置される請求項２に
記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項４】
　前記洗浄槽の底面に、内視鏡の所定の場所に取り付けられた前記タグが前記タグ配置部
に配置されるように前記内視鏡を位置決めする位置決め部材を有する請求項１～３のいず
れかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項５】
　前記タグは、内視鏡洗浄機の種類ごとに異なる形状とされており、
　前記タグ配置部は、その内視鏡洗浄装置に専用の前記タグと嵌合する形状の凹部を有す
る請求項１～４のいずれかに記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項６】
　第１の内視鏡洗浄装置に専用の第１タグ、および、第２の内視鏡洗浄装置に専用の前記
第１タグとは形状が異なる第２タグが、通信遮断部材を挟んで表裏となるように一体的に
構成された、組合せタグが外付けされており、
　前記第１タグに嵌合する第１装着穴、および、前記第２タグに嵌合する第２装着穴を有
するタグホルダーを備えることを特徴とする内視鏡。
【請求項７】
　第１の内視鏡洗浄装置に専用の第１タグを内蔵するとともに、第２の内視鏡洗浄装置に
専用の第２タグが外付けされており、
　前記第２の内視鏡洗浄装置で洗浄消毒を行うときは、前記第１のタグの通信を遮断する
位置に通信遮断部材が取り付けられることを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を自動洗浄消毒する内視鏡洗浄装置および内視鏡に関し、詳しくは、
異なる機種の装置ごとに洗浄消毒履歴を管理可能な内視鏡洗浄装置および内視鏡に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、人体等の生体内に挿入されて、臓器の診断や治療、標本の採
取等に使用される。内視鏡は、複数の患者に共用され、かつ、繰り返し使用される。その
ため、使用後の内視鏡は、徹底した衛生管理を行う必要があり、内視鏡を媒体とする細菌
の感染等を防止するために、１回使用する毎に入念な洗浄（洗滌）および消毒を行う必要
がある。
【０００３】
　内視鏡洗浄装置は、内視鏡の洗浄消毒を自動で行うものである。内視鏡洗浄装置によれ
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ば、正確な洗浄消毒を行うことができ、作業者の労力を低減できる。また、作業者が使用
後の内視鏡に付着した細菌に感染する可能性を極めて低くして、作業の安全性を確保する
ことができる。
　内視鏡洗浄装置による洗浄消毒のトレーサビリティ（履歴管理）や洗浄消毒プログラム
管理を目的として、内視鏡に個別のＩＣタグ（ＲＦＩＤタグ、無線タグ）を持たせるとと
もに、内視鏡洗浄装置にＲＦＩＤ送受信デバイスを搭載したものが知られている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、装置の使用者に関する使用者情報を記録する使用者ＩＤタグ
、および内視鏡に取り付けられた内視鏡に関する内視鏡情報を記録するスコープＩＤタグ
と通信する、無線ＩＤ送受信部を具備する内視鏡洗浄消毒装置が記載されている。無線Ｉ
Ｄ送受信部は、装置本体の上面または正面に設けられており、スコープＩＤタグは、内視
鏡のコネクタ部に内蔵されている。そして、内視鏡のコネクタ部が無線ＩＤ送受信部の無
線通信範囲内に位置するように、内視鏡が洗浄消毒槽内に収納配置されることにより、無
線ＩＤ送受信部とスコープＩＤタグとの無線通信が可能とされている。内視鏡洗浄消毒装
置の制御部は、無線ＩＤ送受信部によって受信したスコープＩＤタグおよび使用者ＩＤタ
グからの情報と、実行した洗浄消毒の情報とを関連付けてメモリに記憶する。
【０００５】
　また、特許文献２には、洗浄消毒の対象物である内視鏡のユニバーサルコネクタや処置
具等にＲＦＩＤタグを設け、洗浄消毒装置の内部、表面または外側に、洗浄消毒の対象物
が洗浄室にセットされたときにそのＲＦＩＤタグと通信可能になるＲＦＩＤ送受信回路本
体を設けることが記載されている。この自動洗浄消毒装置では、ＲＦＩＤタグとの間のデ
ータ通信により取得した洗浄消毒対象物の識別データに基づいて、複数の洗浄消毒プログ
ラムから適切なプログラムを選択し、選択されたプログラムを起動して、その対象物の洗
浄消毒を行っている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２３０４９１号公報
【特許文献２】国際公開第０２／０３２４６８号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記従来技術によれば、内視鏡が持つＩＣタグに記録されたその内視鏡の識別情報を用
いて、洗浄消毒履歴を管理することや、洗浄消毒プログラムを選択することができる。洗
浄消毒履歴の管理において、洗浄消毒履歴をＩＣタグに書き込むことも考えられる。しか
しながら、現状では、洗浄消毒履歴データ等の管理形式が内視鏡洗浄装置メーカー間で異
なっているため、１つの内視鏡の洗浄消毒に複数種類の洗浄装置を用いる場合、内視鏡に
は洗浄装置の種類の数だけＩＣタグを持たせる必要がある。
【０００８】
　ここで問題となるのは、内視鏡に複数のＩＣタグを持たせると、洗浄装置のＲＦＩＤ送
受信デバイスにおいてＩＣタグの混信が生じることである。洗浄装置のＲＦＩＤ送受信デ
バイス（ＲＦＩＤリーダ／ライタ）で同時に複数のタグを認識した場合、ＲＦＩＤ送受信
デバイスは、どのＩＣタグと通信を行えば良いかを判別できない。例えば、ＲＦＩＤ送受
信デバイスが、誤って不適切なＩＣタグ、すなわちその洗浄装置に対応するＩＣタグでは
ないものにデータを書き込んでしまった場合、本来データを書き込むべきＩＣタグには、
その洗浄装置における洗浄消毒の履歴データが欠落し、履歴管理が適切に行われなくなる
。また、誤ってデータを書き込まれたＩＣタグに関しては、管理形式の異なるデータが書
き込まれることにより、そのＩＣタグに対応する洗浄装置における洗浄消毒の履歴管理や
管理システムに支障を与える可能性もある。
【０００９】
　本発明の目的は、上記従来技術の問題点を解消し、１つの内視鏡が複数種類の内視鏡洗
浄装置に対応する複数のＩＣタグを持つ場合でも、内視鏡洗浄装置に搭載されたＲＦＩＤ
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送受信デバイスが、通信対象とすべきＩＣタグのみと通信することを可能にし、各洗浄装
置における洗浄消毒の履歴管理を適切に行うことのできる内視鏡洗浄装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明は、内視鏡を収容する洗浄槽の内面に設けられた、
内視鏡の外部に取り付けられその内視鏡の洗浄消毒履歴に関する情報を記憶するタグが配
置されるタグ配置部と、前記タグ配置部に配置された前記タグのみと通信を行う通信部と
、を有する内視鏡洗浄装置を提供する。
【００１１】
　ここで、前記通信部は、前記タグと無線通信を行うものであり、前記洗浄槽の内表面ま
たはその近傍に、前記タグ配置部以外に配置された前記タグと前記通信部との通信を遮断
する通信遮断層を有するのが好ましい。
【００１２】
　また、前記タグ配置部は、前記洗浄槽の底に設けられ、前記通信部は、前記洗浄槽の底
または蓋に設けられ、前記通信遮断層は、前記通信部の前記タグ配置部以外の通信領域を
覆うように、前記洗浄槽の内表面、または、前記通信部と前記洗浄槽の内表面との間に配
置されるのが好ましい。
【００１３】
　また、前記洗浄槽の底面に、内視鏡の所定の場所に取り付けられた前記タグが前記タグ
配置部に配置されるように前記内視鏡を位置決めする位置決め部材を有するのが好ましい
。
　また、前記タグは、内視鏡洗浄機の種類ごとに異なる形状とされており、前記タグ配置
部は、その内視鏡洗浄装置に専用の前記タグと嵌合する形状の凹部を有するのが好ましい
。
【００１４】
　また、本発明は、第１の内視鏡洗浄装置に専用の第１タグ、および、第２の内視鏡洗浄
装置に専用の前記第１タグとは形状が異なる第２タグが、通信遮断部材を挟んで表裏とな
るように一体的に構成された、組合せタグが外付けされており、前記第１タグに嵌合する
第１装着穴、および、前記第２タグに嵌合する第２装着穴を有するタグホルダーを備える
ことを特徴とする内視鏡を提供する。
【００１５】
　さらに、本発明は、第１の内視鏡洗浄装置に専用の第１タグを内蔵するとともに、第２
の内視鏡洗浄装置に専用の第２タグが外付けされており、前記第２の内視鏡洗浄装置で洗
浄消毒を行うときは、前記第１のタグの通信を遮断する位置に通信遮断部材が取り付けら
れることを特徴とする内視鏡を提供する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、内視鏡洗浄装置の洗浄槽内部に内視鏡のＩＣタグを配置するタグ配置
部を設け、通信部がそのタグ配置部に配置されたＩＣタグのみと通信を行う構成としたこ
とにより、あるいは、内視鏡を、複数のＩＣタグのうちいずれか１つを外部と無線通信可
能にする構成としたことにより、１つの内視鏡が複数種類の内視鏡洗浄装置に対応する複
数のＩＣタグを持つ場合でも、内視鏡洗浄装置に搭載された通信部（ＲＦＩＤ送受信デバ
イス）は、通信対象とすべきＩＣタグのみと通信することができ、各洗浄装置における洗
浄消毒の履歴管理を適切に行うことができる。通信対象のＩＣタグと非通信対象のＩＣタ
グとは、いずれも内視鏡に外付けされていてもよいし、いずれか１つが内視鏡に内蔵され
ていてもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明に係る内視鏡洗浄装置および内視鏡を、添付の図面に示す好適実施例に基づいて
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以下に詳細に説明する。
【００１８】
　まず、本発明の第１の態様である内視鏡洗浄装置について説明する。
　図１および図２に、本発明の内視鏡洗浄装置の第１実施形態の概略図を示す。図１（Ａ
）は内視鏡洗浄装置１０の斜視図、図１（Ｂ）は側面図である。また、図２は、図１の内
視鏡洗浄装置１０の蓋を開けた状態を示す上面図である。
　図１に示す内視鏡洗浄装置１０（以下、単に、洗浄装置１０という。）は、内視鏡１０
０の自動洗浄を行う装置である。この洗浄装置１０は、内視鏡１００を収容して洗浄消毒
を行う洗浄槽１４として、第１洗浄槽１４ａおよび第２洗浄槽１４ｂの２つの洗浄槽（以
下、両者を代表して洗浄槽１４ともいう。）を有し、２台の内視鏡１００を、同時に、か
つ非同期（独立して）で洗浄することが可能な装置である。
　なお、本発明の内視鏡洗浄装置は、洗浄槽１４を１つのみ有するものであってもよく、
あるいは、３以上の洗浄槽１４を有するものであってもよい。また、ここでは、好ましい
形態として、洗浄槽１４が縦長の長方形に構成され、その底面２２が傾斜する洗浄装置１
０を例に説明するが、本発明はこれには限定されない。
【００１９】
　洗浄装置１０は、第１洗浄槽１４ａおよび第２洗浄槽１４ｂにおいて、内視鏡１００を
収容し、洗浄液による洗浄（洗浄工程）、水道水によるすすぎ（洗浄後のすすぎ工程）、
消毒液による消毒（消毒工程）、および、水道水によるすすぎ（消毒後のすすぎ工程）の
４つの工程を行って、内視鏡１００の洗浄消毒を行う。洗浄装置１０は、洗浄消毒処理に
必要な各種の処理液を保管するタンクや、処理液を洗浄槽１４ａ，１４ｂに供給するため
のポンプおよび配管経路を、図示しない装置本体内部に備えている。また、洗浄装置１０
は、洗浄槽１４ａ，１４ｂにおける洗浄消毒の工程を制御する制御部を備えている。
【００２０】
　洗浄槽１４の上面には、洗浄槽１４を開放および閉塞する蓋体２０が備えられている。
蓋体２０は、図１（Ｂ）に示すように、洗浄装置１０の正面（操作面、図１（Ｂ）におい
て左側の面）からみて洗浄槽１４の奥側（図１（Ｂ）において右側）の端部に設けられた
支点２４を中心に回動して、洗浄槽１４の手前側からその上面を開閉する。
【００２１】
　蓋体２０は、図１（Ｂ）に破線で示すように、蓋体２０を閉じて洗浄槽１４を閉塞した
ときに、蓋体２０の下面の奥側の一部、すなわち内視鏡１００の挿入部１０２およびユニ
バーサルコード１０４のみが収容され部分が、傾斜した底面２２と略平行になる形状を有
している。このように、蓋体２０の下面に、底面２２の傾斜と同方向に傾斜を有する構成
により、蓋体２０が傾斜を有さず水平な下面を有する場合よりも、洗浄消毒処理時の洗浄
槽１４の内容積が小さくなっている。そのため、洗浄装置１０は、少ない処理液での内視
鏡１００の洗浄消毒が可能であり、ランニングコストおよび環境性能に優れている。
【００２２】
　蓋体２０は、洗浄液や消毒液等の処理液に対して十分な耐性を有するものであれば、各
種の材料で形成することができる。また、蓋体２０は、一部または全部を透明とし、洗浄
槽１４の蓋をした状態で、オペレータが洗浄槽１４の内部を目視できるようにするのが好
ましい。
【００２３】
　洗浄装置１０の正面には、洗浄装置１０の操作や洗浄装置１０の操作および洗浄消毒に
関する情報の表示をする表示・操作パネル２６、内視鏡洗浄のスタートボタン２８、蓋体
２０を開閉するためのフットペダル３０（第１洗浄槽１４ａ用のペダル３０ａおよび第２
洗浄槽１４ｂ用のフットペダル３０ｂ）などの、洗浄装置１０において定常的な洗浄で使
用する操作手段が設けられている。
【００２４】
　図示例の洗浄装置１０において、第１洗浄槽１４ａおよび第２洗浄槽１４ｂは、基本的
に同様の構成を有しているので、各洗浄槽における同一の構成要素には同じ符号を付し、
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以下では両方の洗浄槽１４ａ，１４ｂを代表して洗浄槽１４として説明する。
【００２５】
　図１（Ａ）および図２に示すように、洗浄槽１４は、正面（操作面）から見て縦長の形
状を有しており、図１（Ｂ）に示すように、洗浄槽１４の底面２２が奥へ向かって下がる
ように傾斜している。内視鏡１００は、図２に示すように、挿入部１０２やユニバーサル
コード１０４が二つ折り（長い内視鏡の場合にはつづら折り）にされ、操作部１０６およ
びコネクタ１０８を手前側にして洗浄槽１４に収容され、洗浄槽１４の底面（床面）２２
に載置される。
【００２６】
　このような洗浄装置１０では、オペレータが内視鏡１００の洗浄槽１４内へのセットを
簡易かつ迅速に行うことができる。すなわち、通常、オペレータは、内視鏡１００を持ち
運ぶ際には、床面等に内視鏡１００が接触することが無いように、挿入部１０２やユニバ
ーサルコード１０４を二つ折り（長い内視鏡の場合にはつづら折り）にして、一方の手に
操作部１０６とコネクタ１０８とを持ち、他方に、挿入部１０２およびユニバーサルコー
ド１０４の折り曲げた部分あるいはその近傍部を持って、内視鏡を持ち運ぶ場合が多いが
、縦長の洗浄槽１４を持つ洗浄装置１０では、オペレータは、持ち運んできた内視鏡１０
０を、持ち運んできた状態のまま、洗浄槽１４にセットすることができる。しかも、洗浄
槽１４の底面２２が傾斜しているので、内視鏡１００を、二つ折りにした端部側から、重
力を利用して落とし込むようにして洗浄槽１４内に挿入できるので、簡易に、かつ、少な
い力で、適正に洗浄槽１４内に内視鏡１００をセットすることができる。
【００２７】
　洗浄槽１４の底面２２には、内視鏡１００を洗浄槽１４内の所定位置に位置決めするた
めの位置決め部材が備えられている。図２に示すように、洗浄層１４には、正面側（図２
中下側）の底面２２に、内視鏡１００の操作部１０６に係合して位置決めする係合部３４
（３４ａおよび３４ｂ）と、コネクタ１０８に係合して位置決めする係合部材３６（３６
ａおよび３６ｂ）とが立設されている。係合部３４および係合部材３６は、底面２２の傾
斜によって落下しようとする操作部１０およびコネクタ１０８を下方から支持する機能も
有している。内視鏡１００は、係合部材３４によって操作部１０６を位置決めされ、係合
部材３６によってコネクタ１０８を位置決めされて、洗浄槽１４（底面２２）の所定位置
にセットされる。
【００２８】
　なお、内視鏡１００の位置決め部材は、上記のような係合部材以外の構成、例えば、操
作部等の所定部位を遊嵌あるいは収容する凹部、内視鏡１００の各部を固定する部材、操
作部等を引っ掛けるフック等により構成してもよい。また、上記位置決め手段は、洗浄槽
１４の側面（側壁）に設けてもよい。
【００２９】
　内視鏡１００には、洗浄装置の種類に対応するＩＣタグが外付けされる。例えば、内視
鏡１００を用いる医療機関が、メーカーの異なる２種類の洗浄装置を導入している場合の
ように、１つの内視鏡１００を２種類の洗浄装置で洗浄消毒する場合であって、洗浄装置
の種類によって、洗浄消毒履歴の管理形式が異なっている場合、内視鏡１００には、洗浄
装置の種類に対応する２種類のＩＣタグが付される。図２の例では、内視鏡１００の操作
部１０６に、洗浄装置１０に対応する第１タグ１１０と、他の洗浄装置に対応する第２タ
グ１１２が、紐で括り付けられている。第１タグ１１０と第２タグ１１２とは、互いに異
なる形状を有している。
【００３０】
　洗浄槽１４の底面２２には、内視鏡１００の操作部１０６の、第１タグ１１０が取り付
けられている位置の近くに、第１タグ１１０を配置するためのタグ嵌め込み部３８（タグ
配置部）が設けられている。タグ嵌め込み部３８は、第１タグ１１０の外形よりわずかに
大きい凹部であり、第１タグ１１０の一部または全部をぴたりと嵌め込むことができる。
また、第１タグ１１０と第２タグ１１２との形状の違いにより、第２タグ１１２は、タグ
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嵌め込み部３８に嵌め込むことができない。
【００３１】
　タグ嵌め込み部３８の近傍には、通信部であるＲＦＩＤリーダ／ライタ４０が設けられ
ている。リーダ／ライタ４０は、ＲＦＩＤ（Radio Frequency Identification System）
によりＩＣタグ（ＲＦＩＤタグ）と無線通信を行うもので、内蔵するアンテナを介して内
視鏡１００のＩＣタグと通信を行い、ＩＣタグからそのＩＣタグの識別情報（または内視
鏡１００の識別情報）や内視鏡１００の過去の洗浄消毒履歴情報を読み出したり、ＩＣタ
グに今回実施した洗浄消毒に関する情報を書き込んだりすることができる。
【００３２】
　洗浄槽１４の底面２２は、タグ嵌め込み部３８の部分以外の表面が通信遮断シート７４
で覆われており、リーダ／ライタ４０がタグ嵌め込み部３８に嵌め込まれたＩＣタグのみ
と通信を行うように構成されている。図２には、リーダ／ライタ４０が示されているが、
実際は、リーダ／ライタ４０は通信遮断シート７４で覆われている。タグ嵌め込み部３８
、リーダ／ライタ４０および通信遮断シート７４の構成については、後に詳述する。
【００３３】
　リーダ／ライタ４０による情報の読み取りや書き込みは、図４に示して後述する洗浄装
置１０の制御部１６によって制御される。リーダ／ライタ４０は、ＩＣタグから読み取っ
たデータを制御部１６へ送り、また、制御部１６から送られたデータをＩＣタグへ書き込
む。これにより、ＩＣタグ、洗浄装置１０、または洗浄装置１０が接続される外部のシス
テムサーバにおいて、洗浄装置１０における内視鏡１００の洗浄消毒履歴が管理される。
【００３４】
　また、洗浄装置１０は、リーダ／ライタ４０とは別に、オペレータが保持するＩＣタグ
との通信を行うリーダ／ライタを備え、そのリーダ／ライタによって、内視鏡１００の洗
浄を担当するオペレータの識別情報が入力されたＩＣタグと通信し、オペレータの識別情
報を読み出し、また、そのオペレータが担当した洗浄の履歴をオペレータのＩＣタグに書
き込むようにしてもよい。オペレータのＩＣタグと通信するためのリーダ／ライタは、オ
ペレータの操作性を考慮して、洗浄装置１０の表示・操作パネル２６や、蓋体２０など、
装置正面近傍の外面付近を通信領域とする部分に設けるのが好ましい。
【００３５】
　あるいは、リーダ／ライタ４０としてアンテナを２つ保持するものを用い、１つのアン
テナ（アンテナ１）をタグ嵌め込み部３８の直下に配置し、もう１つのアンテナ（アンテ
ナ２）を洗浄装置１０の表示・操作パネル２６や、蓋体２０など、装置正面近傍に配置し
てもよい。この場合は、図３に示すように、タグ嵌め込み部３８の直下に配置したアンテ
ナ４０ｃと、装置正面近傍に配置したアンテナ４０ｄとを切り替えるアンテナ切替部４０
ｂを設け、制御部１６の制御によって、内視鏡１００のＩＣタグを読む場合と、オペレー
タのＩＣタグを読む場合でアンテナ４０ｃ，４０ｄを切り替えて使用すればよい。リーダ
／ライタ部４０ａは、アンテナ切替部４０ｂによって切り替えられたアンテナ４０ｃおよ
び４０ｄによって、内視鏡１００のＩＣタグおよびオペレータのＩＣタグと通信する。
【００３６】
　また、図示しないが、洗浄槽１４の内部には、鉗子チャンネルや送気／送水チャンネル
等の内視鏡１００の各チャンネル（その口金や接続部）を接続するためのポート、および
、洗浄水等の処理液を洗浄槽１４内に導入するための導入口等が設けられている。
【００３７】
　図４は、制御部１６の回路構成の概略を示すブロック図である。制御部１６は、洗浄槽
１４（１４ａ，１４ｂ）における洗浄消毒の工程を制御する。また、制御部１６は、洗浄
槽１４において洗浄消毒を行った内視鏡の洗浄消毒履歴データの管理のためのデータの送
受信および記録等を制御する。図４に示すように、制御部１６は、ＣＰＵ４２、ＲＡＭ４
４、ＲＯＭ４６、Ｉ／Ｏ制御回路４８、通信Ｉ／Ｆ回路５０、パネルＩ／Ｆ回路５２、ク
ロック５４、リセット回路５６、負荷駆動回路５８、センサＩ／Ｆ回路６０、および、Ａ
／Ｄ変換回路６２を有する。
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【００３８】
　ＣＰＵ４２は、洗浄装置１０における洗浄消毒処理および洗浄消毒履歴管理の制御をす
るために、洗浄装置１０の各部を制御するもので、２つの洗浄槽１４ａ，１４ｂに対して
１つのＣＰＵ３２が用いられている。洗浄装置１０における洗浄消毒の各工程は、制御部
１６が制御する。制御部１６は、予め設定された洗浄消毒プログラムに従って、内視鏡洗
浄装置１０のポンプ、バルブ、弁、センサ等の各部を制御して、洗浄消毒の各工程を実行
する。
【００３９】
　ＲＯＭ４６は、洗浄消毒処理制御プログラムを含む各種アプリケーションプログラムを
記憶する。ＲＯＭ４６には、洗浄装置１０が備える洗浄槽の数に対応する洗浄消毒処理制
御プログラムのみを記憶させておき、ＣＰＵ４２が常にそのプログラムを読み出すように
してもよい。あるいは、ＲＯＭ４６に、１槽から任意の複数槽の各構成に対応する複数の
洗浄消毒処理制御プログラムを記憶させておき、ＣＰＵ４２が実際の構成に対応するプロ
グラムを選択してＲＯＭ４６から読み出すようにしてもよい。また、洗浄消毒処理制御プ
ログラムのバリエーションを用意してＲＯＭ４６に記憶させておき、オペレータからの指
示により、または装置構成に対応するＣＰＵ４２の選択により、ＣＰＵ４２が適切なプロ
グラムを選択して読み出すようにしてもよい。
【００４０】
　ＲＯＭ４６に記憶された洗浄プログラムを含む各種アプリケーションプログラムは、Ｃ
ＰＵ４２によってＲＯＭ４６から読み出され、ＲＡＭ４４にセットされる。ＣＰＵ４２は
、ＲＡＭ３４にセットしたプログラムに従って洗浄消毒処理を実行する。また、ＲＯＭ４
６は、洗浄装置１０における洗浄消毒の履歴データを記憶する。
【００４１】
　負荷駆動回路５８は、内視鏡洗浄消毒を実行するためのポンプ類、電磁バルブ、および
ヒータの駆動回路である。
　センサＩ／Ｆ回路６０は、タンクや洗浄槽の水位を検出するレベルセンサ、洗浄槽１４
の蓋体２０の開閉を検出するセンサ、その他の洗浄装置１０に設けられる各種センサのイ
ンターフェースである。
　Ａ／Ｄ変換回路６２は、洗浄装置１０における温度センサや圧力センサのアナログの出
力値をＡ／Ｄ変換する。
【００４２】
　パネルＩ／Ｆ回路５２は、洗浄装置１０の表示・操作パネル２６およびスタートボタン
２８とのインターフェースである。パネルＩ／Ｆ回路５２は、オペレータの操作による表
示・操作パネル２６およびスタートボタン２８からの入力信号をＣＰＵ４２へ送る。また
、パネルＩ／Ｆ回路５２は、ＣＰＵ４２から送られてきた洗浄装置１０における洗浄消毒
に関する情報等を表示・操作パネル２６に表示する。
【００４３】
　通信Ｉ／Ｆ回路５０は、洗浄装置１０に備えられたＬＡＮ接続部６４、ＲＦＩＤリーダ
ライタ（Ｒ／Ｗ）４０、およびプリンタ６６との通信インターフェース回路である。ＣＰ
Ｕ４２は、通信Ｉ／Ｆ回路５０を介してプリンタ６６から洗浄消毒履歴データをプリント
することができる。このプリンタ６６は、洗浄装置１０に搭載されたものでもよいし、外
部のプリンタでもよい。また、ＣＰＵ４２は、通信Ｉ／Ｆ回路５０を介してリーダ／ライ
タ４０によるＩＣタグとの情報の送受信、ＬＡＮ接続部６４による病院内のネットワーク
等とのデータの送受信を行うことができる。
【００４４】
　図５は、洗浄装置１０による洗浄消毒履歴の管理システムの概略構成を示す概念図であ
る。図５には、図２に示した内視鏡１００と同様に２種類のＩＣタグ（第１タグ１１０お
よび第２タグ１１２）が外付けされた内視鏡１００Ａと、２種類のＩＣタグのうちの一方
（内蔵タグ１１４）が内視鏡に内蔵され、もう一方（第１タグ１１０）が外付けされた内
視鏡１００Ｂとが示されている。内視鏡１００Ａまたは内視鏡１００Ｂが洗浄装置１０の
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洗浄槽１４にセットされると、リーダ／ライタ４０は、その内視鏡１００Ａ，１００Ｂに
取り付けられたＩＣタグのうち、タグ配置部（タグ嵌め込み部３８）に配置された第１タ
グ１１０のみと通信する。
【００４５】
　ＲＦＩＤリーダ／ライタ４０がＩＣタグから読み取った情報、および、洗浄装置１０に
おいて行った洗浄消毒の情報は、洗浄消毒履歴データとしてＲＯＭ４６に記憶される。ま
た、これらの情報は、ＬＡＮ接続部６４を介して病院内のネットワーク等のサーバ７０に
送信することができる。また、リーダ／ライタ４０は、内視鏡１００Ａ，１００Ｂの第１
タグ１１０に、洗浄装置１０において行った洗浄消毒に関する情報を洗浄消毒履歴データ
として書き込む。オペレータのＩＣタグからオペレータの識別情報を読み取るリーダ／ラ
イタを設ける場合は、そのリーダ／ライタも通信Ｉ／Ｆ回路５０に接続すればよく、その
場合は、オペレータの識別情報も洗浄消毒履歴データに含めることができる。
【００４６】
　次に、本発明の特徴とする部分である、底面２２のタグ配置部およびタグ通信部の構成
について説明する。図６（Ａ）～（Ｃ）は、第１タグ１１０およびタグ嵌め込み部３８近
傍の構成を示す模式的斜視図であり、図６（Ａ）は第１タグ１１０の斜視図、図６（Ｂ）
は底面２２のタグ嵌め込み部３８近傍の斜視図、図６（Ｃ）は、第１タグ１１０をタグ嵌
め込み部３８に嵌めこんだ状態を示す斜視図である。また、図７（Ａ）～（Ｃ）は、タグ
嵌め込み部３８近傍の構成例を示す断面図である。
【００４７】
　タグ嵌め込み部３８は、第１タグ１１０を嵌めこむことができる形状の凹部である。こ
のタグ嵌め込み部３８の下方には、リーダ／ライタ４０が配置されている。また、図７（
Ａ）～（Ｃ）に示すように、リーダ／ライタ４０とタグ嵌め込み部３８に嵌め込まれた第
１タグ１１０との通信領域以外の領域は、底面２２の本体７２の下層または表層に、通信
遮断層を構成する通信遮断シート７４が設けられている。
【００４８】
　通信遮断シート７４は、リーダ／ライタ４０およびＩＣタグからの磁束または電磁波を
遮断する部材で、例えば、金、銀、銅、アルミ等から成る導電性材料で構成することがで
きる。通信遮断シート７４において使用する導電性材料の影響で、対象のＩＣタグの通信
に支障をきたすようであれば、嵌め込み部３８と通信遮断シート７４との間に隙間を設け
ても良い。また、フェライト等からなるシート形状の磁性体材料を、タグ嵌め込み部３８
の直下や、通信遮断シート７４の周辺、ＩＣタグ面等に取り付け、通信時における磁路の
形成を助長してもよい。
【００４９】
　通信遮断シート７４は、それ自体が洗浄装置１０における洗浄消毒の処理液に対し耐性
を有している場合には、図７（Ｂ）および（Ｃ）のように、底面２２の表面に配置するこ
とができる。通信遮断シート７４が洗浄消毒の処理液に対し耐性を有さない場合には、図
７（Ａ）のように、底面２２の内部に設けられるリーダ／ライタ４０と同じ位置に、また
はそれよりも表面側に通信遮断シート７４を設け、底面２２の表面には処理液に対して耐
性のある部材を配置すればよい。
【００５０】
　通信遮断シート７４を設けることにより、リーダ／ライタ４０の通信領域が制限され、
リーダ／ライタ４０は、タグ嵌め込み部３８に嵌め込まれたＩＣタグのみと通信可能とさ
れている。また、タグ嵌め込み部３８は、第１タグ１１０の形状のものがちょうど嵌め込
める形状とされており、また、ＩＣタグは洗浄装置の種類ごとに異なる形状とされるため
、他の洗浄装置および洗浄消毒管理システム用のＩＣタグはタグ嵌め込み部３８に嵌め込
むことができない。したがって、洗浄装置１０は、内視鏡１００が第１タグ１１０以外に
、外付けの第２タグ１１２や内蔵タグ１１４など複数のタグを有している場合でも、リー
ダ／ライタ４０が第１タグ１１０以外のＩＣタグと通信を行うことを防ぎ、複数のＩＣタ
グによる混信を防止することができる。
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【００５１】
　通信遮断シート７４およびリーダ／ライタ４０の構成例としては、例えば、図７（Ａ）
に示すように、タグ嵌め込み部３８の下方にリーダ／ライタ４０を配置し、リーダ／ライ
タ４０と同じ層の、リーダ／ライタ４０以外の領域に通信遮断シート７４を設けてもよい
し、図７（Ｂ）に示すように、タグ嵌め込み部３８の下方にリーダ／ライタ４０を配置し
、リーダ／ライタ４０のタグ嵌め込み部３８に対面する部分以外の領域において、底面２
２の表層に、通信遮断シート７４を設けてもよい。また、図７（Ｃ）に示すように、タグ
嵌め込み部３８の底部にリーダ／ライタ４０を配置し、タグ嵌め込み部３８の側面と、底
面２２のタグ嵌め込み部３８の部分以外の全面とを通信遮断シート７４で覆うようにして
もよい。何れの場合も、リーダ／ライタ４０は、タグ嵌め込み部３８に嵌め込まれた第１
タグ１１０のみと通信を行うことができるので、内視鏡１００の他のＩＣタグとの混信を
防止することができる。
【００５２】
　なお、通信遮断シート７４は、少なくとも、リーダ／ライタ４０の通信領域のうち、タ
グ嵌め込み部３８に嵌め込まれたＩＣタグとの通信領域以外を覆うように設ければよい。
すなわち、底面２２の、タグ嵌め込み部３８から離れたリーダ／ライタ４０の通信領域外
の部分には、通信遮断シート７４を設けなくてもよい。また、通信電磁波の回り込みを考
慮して、あるいは構造上の理由等により、洗浄槽１４の側壁や、蓋体２０の下面にも、通
信遮断シート７４を設けてもよい。
【００５３】
　また、図８に示すように、直方体の第１タグ１１０に代えて、棒状のタグ１１６を内視
鏡１００に取り付けることとし、洗浄槽１４には、その内面の、洗浄槽１４にセットされ
る内視鏡１００のタグ１１６の取り付け位置に近い部分、例えば、装置正面側の内壁であ
る前壁７６や、側壁７８に、棒状のタグ１１６が挿入される形状のタグ嵌め込み部８０を
設け、タグ嵌め込み部８０近傍の本体７２内部にリーダ／ライタを配置してもよい。
　また、図９に示すように、カード状のタグ１１８を用い、このカード状のタグ１１８が
挿入される形状のタグ嵌め込み部８２を洗浄槽１４の内面（図９では前壁７６）に設け、
タグ嵌め込み部８２近傍の本体７２内部にリーダ／ライタを配置してもよい。
【００５４】
　図８および図９の例においても、前壁７６の内表面またはその近傍に通信遮断シート７
４を配すればよいが、リーダ／ライタの通信領域が内視鏡１００に取り付けられた他のＩ
Ｃタグに及ばない場合には、通信遮断シート７４を設けなくてもよい。
　また、上記の第１実施形態の種々の例では、ＩＣタグをタグ嵌め込み部３８に嵌め込む
ように構成しているので、タグとリーダ／ライタとを接触または接続することにより通信
可能とするように構成することもできる。この場合には、通信遮断シート７４は不要であ
る。
【００５５】
　次に、本発明の内視鏡洗浄装置の第２実施形態について説明する。図１０は、本発明の
内視鏡洗浄装置の第２実施形態の要部を示す図であり、洗浄槽１４の底面２２とそこに載
置された内視鏡１００の斜視図である。第２実施形態が上述の第１実施形態と異なる点は
、第１実施形態のタグ嵌め込み部３８に代えて、第１タグ１１０よりも大きい凹部のタグ
配置部８４を有している点である。
【００５６】
　第１実施形態の洗浄装置１０と同様に、洗浄槽１４において、内視鏡１００は、適宜設
けられた係合部材３４ａ等によって位置決めされて、底面２２に載置される。底面２２に
は、内視鏡１００の第１タグ１１０が付される位置に対応する部分に、第１タグ１１０よ
りも大きい凹部のタグ配置部８４が形成される。そして、内視鏡１００が洗浄槽１４に収
容されたとき、第１タグ１１０が自然にタグ配置部８４へ収まるように、あるいは収まり
易いようにしてある。
　なお、図１０には、操作部１０６の位置を定める係合部３４ａのみが示されているが、
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位置決め部材は、ほかにも、内視鏡１００の位置を定められるように、洗浄槽１４の底面
２２や側壁の適切な場所に複数設けてもよい。
【００５７】
　タグ配置部８４の近傍には、第１実施形態のリーダ／ライタ４０と同様のリーダ／ライ
タ８６が配置されている。また、底面２２の表面またはその近傍には通信遮断シート７４
が設けられており、タグ配置部８４以外の領域が通信遮断シート７４で覆われている。こ
れにより、リーダ／ライタ８６がタグ配置部８４に配置されたタグのみと通信可能となり
、その他の場所のタグとは通信不可能とされている。
【００５８】
　この第２実施形態によれば、リーダ／ライタ８６が通信対象とすべきでない他の洗浄装
置用のＩＣタグが、内視鏡１００に内蔵されており、その内蔵位置が分からない場合でも
、リーダ／ライタ８６は、タグ配置部８４に配置される第１タグ１１０のみと通信を行う
ので、複数のＩＣタグによる混信を防止することができる。また、他の１つまたは複数の
ＩＣタグが、内視鏡１００の、第１タグ１１０とは異なる箇所に外付けされている場合も
、他のＩＣタグがタグ配置部８４に配置されることがないので、リーダ／ライタ８６は、
第１タグ１１０のみと通信を行うことができ、複数のＩＣタグによる混信を防止すること
ができる。
【００５９】
　次に、本発明の第２の態様である内視鏡について説明する。本発明の内視鏡は、通信対
象とされるＩＣタグを切り替える構成を有する。
　図１１は、本発明の内視鏡の第１実施形態の概略を示す斜視図である。図１１の内視鏡
１００Ｃには、２種類の洗浄装置に対応する２種類の第１タグ１２０Ａおよび第２タグ１
２０Ｂが表裏に貼り合わされた組合せタグ１２０が外付けされている。第１タグ１２０Ａ
と第２タグ１２０Ｂとは、形状が異なっている。図示例では、第１タグ１２０Ａは三角形
、第２タグ１２０Ｂは円形（コイン型）である。また、内視鏡１００Ｃの操作部１０６の
、内視鏡操作に支障のない箇所に、第１タグ１２０Ａおよび第２タグ１２０Ｂそれぞれに
適合する２つのタグ装着穴１２２Ａ，１２２Ｂを備えるタグホルダー１２２が取り付けら
れている。
【００６０】
　図１２（Ａ）～（Ｄ）に、タグ１２０およびタグホルダー１２２の構成を示す。図１２
（Ａ）に示すように、第１タグ１２０Ａおよび第２タグ１２０Ｂの間には、通信遮断部材
１２０Ｃが設けられており、２つのタグが、通信遮断部材１２０Ｃを挟んで表裏となるよ
うに一体的に構成されて、組合せタグ１２０を構成している。図１２（Ａ）の例では、第
１タグ１２０Ａおよび第２タグ１２０Ｂのそれぞれが、同じ形状、すなわち三角形及び円
形の通信遮断部材１２０Ｃを備えており、それぞれの通信遮断部材１２０Ｃを向き合わせ
て貼り合わされている。
【００６１】
　通信遮断部材１２０Ｃは、金、銀、銅、アルミ等から成る導電性材料と、フェライト等
から成る磁性材料で構成される。図１２（Ｄ）に示すように、第１タグ１２０Ａ側の通信
遮断部材１２０Ｃ、および、第２タグ１２０Ｂ側の通信遮断部材１２０Ｃは、それぞれ、
他の通信遮断部材１２０Ｃと対向する部分に導電性材料１２０Ｅを有し、ＩＣタグ側に磁
性材料１２０Ｄを有している。すなわち、両面ＩＣタグ１２０Ａ，１２０Ｂの間において
、通信遮断部材１２０Ｃ，１２０Ｃは、導電性材料１２０Ｅを磁性材料１２０Ｄ，１２０
Ｄで挟み込んだ形態となっている。
【００６２】
　導電性材料１２０Ｅは、発生磁界を打ち消し、非通信対象のＩＣタグ側へ磁界を発生さ
せないためのものである。磁性材料１２０Ｄは、リーダ／ライタからの発生磁界を引き込
んで放射する効果を有している。磁性材料１２０Ｄが配されていないと、リーダ／ライタ
に正対して直接磁界を受けるＩＣタグでも、ＩＣタグを通過した磁界が導電性材料に相殺
されてしまい通信ができない。なお、図示例では、磁性材料１２０Ｄと導電性材料１２０



(12) JP 2009-77751 A 2009.4.16

10

20

30

40

50

Ｅを同様の面形状としているが、磁性材料１２０Ｄは、導電性材料１２０Ｅよりも小さい
形状とするのが好ましい。
【００６３】
　また、図１２（Ｂ）および（Ｃ）に示すように、タグホルダー１２２の第１タグ装着穴
１２２Ａおよび第２タグ装着穴１２２Ｂは、それぞれ、第１タグ１２０Ａおよび第２タグ
１２０Ｂの一方を嵌め込むことができる形状を有している。
【００６４】
　タグホルダー１２２の本体は、タグホルダー１２２の内側に向けられたタグと洗浄装置
１０のリーダ／ライタとの通信を遮断する部材で構成するのが好ましい。また、図１２（
Ｂ）および（Ｃ）では、構成を分かり易く示すために、タグホルダー１２２の内側に向け
られたタグ１２０Ａ，１２０Ｂがタグホルダー１２２のタグ装着穴１２２Ａ，１２２Ｂの
上に出ているが、タグ１２０Ａ，１２０Ｂがタグ装着穴１２２Ａ，１２２Ｂに嵌め込まれ
た状態では、タグ１２０Ａ，１２０Ｂは完全にタグ装着穴１２２Ａ，１２２Ｂの内部に収
容されるのが好ましい。
【００６５】
　この内視鏡１００Ｃを第１の洗浄装置で洗浄消毒するときは、タグ１２０の第２タグ１
２０Ｂが第２タグ装着穴１２２Ｂに嵌め込まれ、第１タグ１２０Ａが表側にくるようにし
て、洗浄槽１４に収容される。また、内視鏡１００Ｃを第２の洗浄装置で洗浄消毒すると
きは、タグ１２０の第１タグ１２０Ａが第１タグ装着穴１２２Ａに嵌め込まれ、第２タグ
１２０Ｂが表側にくるようにして、洗浄槽１４に収容される。第１タグ１２０Ａおよび第
２タグ１２０Ｂは形状が異なっているので、第１タグ１２０Ａを第２タグ装着穴１２２Ｂ
に嵌め込むことや、第２タグ１２０Ｂを第１タグ装着穴１２２Ａに嵌め込むことはできな
い。
【００６６】
　内視鏡１００Ｃを洗浄消毒する洗浄装置は、タグホルダー１２２に嵌め込まれたタグを
通信領域とするリーダ／ライタを備えていればよく、例えば、図１４に示す洗浄装置１０
Ａのように、蓋体２０にリーダ／ライタ８８を備えていてもよいし、図１５に示す洗浄装
置１０Ｂように、洗浄槽１４の底面２２にリーダ／ライタ８８を備えていてもよい。リー
ダ／ライタ８８は、内視鏡１００Ｃのタグホルダー１２２に嵌めこまれた組合せタグ１２
０の外側に向いたタグのみと通信を行うことができ、内側に向いたタグとは通信できない
ので、２つのタグによる混信を防止することができる。なお、図１４および図１５は、洗
浄装置１０ａおよび１０ｂの洗浄槽１４の近傍を部分断面図で示している。
【００６７】
　図１３（Ａ）および（Ｂ）は、本発明の内視鏡の第２実施形態を示す斜視図である。同
図の内視鏡１００Ｄは、２種類のＩＣタグの一方を内蔵し、他方が外付けされる。図１３
（Ｂ）に示すように、内視鏡１００Ｄは操作部１０６の一角に内蔵タグ１２４を備えてい
る。また、図１３（Ａ）および（Ｂ）に示すように、この操作部１０６の一角には、内蔵
タグ１２４のある部分を覆う形状の通信遮断部材１２８が取り付けられるようになってい
る。通信遮断部材１２８の外面には、別の種類のタグ１２６が設けられている。
【００６８】
　通信遮断部材１２８は、通信遮断シート７４と同様に、リーダ／ライタ４０およびＩＣ
タグからの磁束または電磁波を遮断する部材であり、内蔵タグ１２４の通信電波を阻止ま
たは減衰できる素材で作られている。通信遮断部材１２８は、キャップ状のものでも、フ
ィルム状のものでもよい。通信遮断部材１２８の形状は、図１３（Ａ）の形状には限定さ
れず、例えば、操作部１０６の内蔵タグ１２４の部分に嵌めるリング状のものであっても
よい。また、通信遮断部材１２８の形状は、タグ１２６の内蔵される位置に応じて、タグ
１２６の通信を妨げるように覆う形状とする。
【００６９】
　内視鏡１００Ｄを内蔵タグ１２４に対応する第１の洗浄装置で洗浄消毒するときは、内
視鏡１００Ｄに通信遮断部材１２８を取り付けずに、そのまま洗浄槽１４に収容する。第



(13) JP 2009-77751 A 2009.4.16

10

20

30

40

50

１の洗浄装置のリーダ／ライタは、内蔵タグ１２４だけと通信を行うので、混信は生じな
い。
　一方、内視鏡１００Ｄをタグ１２６に対応する第２の洗浄装置で洗浄消毒するときは、
操作部１０６に通信遮断部材１２８を取り付けて、洗浄槽１４に収容する。第２の洗浄装
置のリーダ／ライタは、通信遮断部材１２８で覆われた内蔵タグ１２４とは通信できず、
通信遮断部材１２８の外側のタグ１２６のみと通信を行うので、混信は生じない。
【００７０】
　内視鏡１００Ｄを洗浄消毒する洗浄装置は、上述の内視鏡１００Ｃのときと同様に、内
蔵タグ１２４およびタグ１２６の置かれる位置を通信領域とするリーダ／ライタを備えて
いればよく、蓋体２０にリーダ／ライタ８８を備えたもの（図１４の洗浄装置１０Ａ参照
。）や、洗浄槽１４の底面２２にリーダ／ライタ８８を備えたもの（図１５の洗浄装置１
０Ｂ参照。）などが利用できる。
【００７１】
　また、通信遮断部材１２８とタグ１２６とを一体化する形態は、通信遮断部材１２８に
よる内蔵タグ１２４の通信の遮断と、通信対象とすべきタグ１２６の取り付けを同時に行
える点で好ましいが、内視鏡１００Ｄに取り付ける通信遮断部材１２８とタグ１２６とを
一体化することなく、通信遮断部材１２８で内蔵タグ１２４の通信を遮断し、それとは別
に、外付けのタグ１２６を内視鏡１００Ｄの他の部分に取り付けることも可能である。
【００７２】
　以上、本発明の内視鏡洗浄装置について詳細に説明したが、本発明は、上記実施例に限
定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、種々の改良や変更を行ってもよいの
は、もちろんである。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】（Ａ）および（Ｂ）は、本発明の内視鏡洗浄装置の第１実施形態の概略図であり
、（Ａ）は斜視図、（Ｂ）は側面図である。
【図２】図１の内視鏡洗浄装置の蓋を開けた状態を示す上面図である。
【図３】リーダ／ライタの他の構成例を説明するブロック図である。
【図４】制御部の回路構成の概略を示すブロック図である。
【図５】洗浄装置による洗浄消毒履歴の管理システムの概略構成を示す概念図である。
【図６】（Ａ）は第１タグの斜視図、（Ｂ）は底面のタグ嵌め込み部近傍の斜視図、（Ｃ
）は第１タグをタグ嵌め込み部に嵌めこんだ状態を示す斜視図である。
【図７】（Ａ）～（Ｃ）は、タグ嵌め込み部の例を示す断面図である。
【図８】タグおよびタグ嵌め込み部の他の例を示す斜視図である。
【図９】タグおよびタグ嵌め込み部の他の例を示す斜視図である。
【図１０】本発明の内視鏡洗浄装置の第２実施形態の要部を示す斜視図である。
【図１１】本発明の内視鏡の第１実施形態を示す斜視図である。
【図１２】（Ａ）～（Ｄ）は、タグおよびタグホルダーの構成を示す斜視図である。
【図１３】（Ａ）および（Ｂ）は、本発明の内視鏡の第２実施形態を示す斜視図である。
【図１４】図１１および図１３の内視鏡の洗浄消毒に用いることのできる内視鏡洗浄装置
の一例を示す部分断面図である。
【図１５】図１１および図１３の内視鏡の洗浄消毒に用いることのできる内視鏡洗浄装置
の他の例を示す部分断面図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１０、１０Ａ、１０Ｂ　（内視鏡）洗浄装置
　１４　洗浄槽
　１４ａ　第１洗浄槽
　１４ｂ　第２洗浄槽
　１６　制御部
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　２０　蓋体
　２２　底面
　２４　支点
　２６　操作パネル
　２８　スタートボタン
　３０　フットペダル
　３４，３６　係合部材
　３８、８０、８２、タグ嵌め込み部
　４０、８６、８８　リーダ／ライタ
　７０　サーバ
　７２　本体
　７４　通信遮断シート
　７６　前壁
　７８　側壁
　８４　タグ配置部
１００、１００Ａ、１００Ｂ　内視鏡
１０２　挿入部
１０４　ユニバーサルコード
１０６　操作部
１０８　コネクタ
１１０、１２０Ａ　第１タグ
１１２、１２０Ｂ　第２タグ
１１４、１２４　内蔵タグ
１１６、１１８、１２０　タグ
１２０Ｃ、１２８　通信遮断部
１２２　タグホルダー
１２２Ａ　第１タグ装着穴
１２２Ｂ　第２タグ装着穴
１２６　タグ
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